
 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域とともにある学校づくり                    令和 7年度 第 11号 

雫石町コミュニティ・スクール通信 
雫石町教育委員会 令和８年 ２月発行  

 

総合学習にかかわる熟議（リフレクション）開催 

雫石中学校は令和 4年度より、3 年間の総合的な学習の単元（職場訪問・職場体験・よしゃれ祭りの参加・防

災学習・まごころおはがき・福祉体験学習）を地域とともに計画段階から熟議し実施してきました。新型コロナ以前は

単発の活動が多かったのですが、終息後、3年間かけて学年ごとのねらいに沿った形で総合学習の単元が組ま

れ、国語や家庭科なども交えた学びに再編成してきました。 

1 月 8 日（木）、雫石中学校教務主任や、各学年主任、総合学習に関わる町内の関係者（防災課、社会福祉

協議会、まちサポ雫石、教育委員会）が集まり、学校と地域のニーズを伺いながら、これまでの活動の振り返りを兼

ねた熟議（リフレクション）を行いました。生徒にこんな力をつけてあげたい、こういう体験をさせたいという視点を主軸

に、それぞれの活動の反省点や改善策を話し合いました。これまで長年行われてきた活動であっても、猛暑や、クマ

の出没、時代背景により続けることが難しくなったものや、生徒たちにとっての意義が分からなくなっているものは見直

し、行事のスリム化も図りました。この熟議の内容を踏まえ、令和 8年度の総合計画を各学年主任で立案に向け、

地域の方に協力いただく部分も精選しているところです。また第 3回学校運営協議会で委員に承認を諮り、来年度

の総合学習に生かしていきます。 

  雫石中学校 ～地域にひらかれた教育課程の実践～ 

 

 

展示場所 ： 雫石町役場 1階ロビー 

期   間 ： 令和 8年 2月 12日 （木） ～ 令和 8年 2月 20日 （金） 

展示場所 ： 雫石町中央公民館 ふれあい広場  

期   間 ： 令和 8年 2月 24日 （火） ～ 令和 8年 3月 13日 （金） 

 

雫石中学校 まごころおはがき年賀状展を開催します 

雫石中学校生徒会で選ん

だ入賞作品およそ 100 点

と、地域の方からのお返事

を展示します。 

～お知らせ～ 

 

構想 

学校・地域担当者

によるプランニング 

 

郷土理解・地域ニー

ズを把握し連携の可

能性を探るための 

熟議 

 

指導案立案 

指導担当教師団に

よる実施検討 

実施 

 
事前指導 
体験活動 
事後指導 

 

活動やって 

学びあり 

リフレクション 

系統的学び（段階的に積

み重ね、繋がる学び）の検

討と次年度の課題発見 

担当者が集まり、振り返

り、より良い活動をめざす

ための熟議 

 

雫 石 中 学 校 の 総 合 学 習 
※雫石中学校及川先生の実践

資料をもとに構成しています 

学習のねらい、地域リソース(資源、人

材、強みなど)、地域課題や地域ニー

ズとのすり合わせを勘案し、再検討 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

スキー学習ボランティア 
 1 月 27 日(火)から 2 月 3 日（火）までの 4日間、

西山小学校の 1、2 年生は校庭でのスキー学習の

際、地域の方からスキーの初歩の指導をしていただき

ました。初日、1 年生は靴の履き方、ストックの持ち

方、平地での歩き方を教わりました。2 年生は、校庭

のスキー山にカニ歩きで登り、ハの字で滑り、感覚を

思い出しました。教えに来てくださった地域の方々は、

自分たちのお子さんが小学校を卒業してからも地域の

小学生のスキー指導に携わってくださっています。 

雫石中家庭部は、地域活動と福祉活動を 2大テーマとし、その地域での暮らしを大切に 

した活動を展開してきました。地域活動として農林課と連携し、農業指導員から野菜の育て 

方を教わり収穫した野菜を、しずくいし産業まつりなどで販売する六次産業実習を行ってきまし 

た。野菜を作って食べるだけで満足せず、地域交流にまで発展させていることで、家庭部は 

たくましく生きる力をつけながら、地域からも広く愛されています。 

1 月 9 日(金)、令和８年度以降の農業体験実習で、雫石町農業振興青年クラブ（前田
ま え だ

紘
ひろ

幸
ゆ き

会長）と家庭

部が連携することが出来ないかを模索する意見交換会（熟議）を行いました。熟議には、農振クラブメンバーの

他、農林課、家庭部の部活動コーチ、教育委員会からも出席し、家庭部と農振クラブ双方にとってメリットのある

活動にするため、それぞれのニーズや出来ることを出し合い、建設的な話し合いになりました。産業まつりでの協働

出店や、雫石産のホップ作りにかかわるなどの案が出され、今後は実現に向け調整していくことになります。 

 

（雫石町農業振興青年クラブ） 

雫石町では地域ぐるみで子どもたち

の頑張りを応援し、学校を中心に地域を盛り上げるような

コミュニティ・スクールの活動が行われています。今年度

の各学校の取り組みを発表し情報交換します。どなたでも

参加できますのでお気軽にお越しください。 

 

お知らせ 

スキー指導ボランティア 

小田
お だ

隆
たかし

さん、中川
なかがわ

昭弘
あきひろ

さん、伊東
い と う

昭子
あ き こ

さん 

西山小学校 


